


検索 ＴＡＣ 建築施工

過 去 動 画



今日の内容

一次の知識は、
二次にどうやって出てくる？

＋講座紹介



第１問

記述
第２問

仮設安全

第３問

工程管理

第４問

施工留意事項

第５問

穴埋め

第６問

法規

＋ その他 ６割

６割

３２点

19.2点

40.8点

３問（各２つ記述） ６問（計算）

８問（五肢択一）４問（各２つ記述） ６問（五肢択一）

68点中

6×2点=１２点 6×2点=１２点

8×2点=１６点 8×2点=１６点 6×2点=１２点

施工管理



問題６
   法規

[R3-66②]元請負人は、請負代金の出来形部分に対する支払を受けたときは、当該支払の対象と
なった建設工事を施工した下請負人に対して出来形部分に相応する下請代金を、当該
支払を受けた日から50日以内で、かつ、できる限り短い期間内に支払わなければなら
ない。 １月

[R6-65③]元請負人は、下請負人に対する下請代金のうち労務費に相当する部分については、現金
  で支払うよう適切な配慮をしなければならない。

建設
業法



問題６
   法規

安衛法

[R6-69①]事業者は、建設業の事業場において新たに職務に就くこととなった作業主任者に対し、
  作業方法の決定及び労働者の配置に関する事項について、安全又は衛生のための教育を
  行なわなければならない。 作業主任者を除く



問題６
   法規

建築
基準法
施行令



問題６ 法規は
建設業法・安衛法は見たことある

基準法は、仮設計画や施工計画に近い



問題５
   択一

躯体

[R4-24③]オールケーシング工法における孔底処理は、孔内水がない場合やわずかな場合には
   ハンマーグラブにより掘りくずを除去した。

・掘削：ハンマーグラブでつまんで出す

・一次処置：水ない→ﾊﾝﾏｰｸﾞﾗﾌﾞで静かに
  水or沈殿物 多→＋ｽﾗｲﾑﾊﾞｹｯﾄで処理

・二次処理：ｻｸｼｮﾝﾎﾟﾝﾌﾟor水中ﾎﾟﾝﾌﾟ吸上げ
→コンクリート打設直前

ｽﾗｲﾑﾊﾞｹｯﾄ
（沈殿バケット）



問題５
   択一

躯体

[R4-24③]暑中コンクリートの荷卸し時のコンクリート温度は、40℃以下とした。
35℃

[R3-26①]外気温が25℃を超えていたため、練混ぜ開始から打込み終了までの時間を90分以内
  とした。

湿潤養生（初期養生）
・水分維持：透水性 小さい せき板,水密ｼｰﾄ→打設打ち上げ後
・水分供給：散水or 噴霧→凝結終了後
・水分逸散防止：膜養生,浸透性養生剤→ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ終了後

期間 （ｺﾝｸﾘｰﾄ中の水が分離して、浮き上がってくる現象）

・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ：５日以上 ・早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ：３日以上
→いずれも 10Ｎ/㎟以上で打ち切りOK

温度 打込み中、打込み後５日間以上２℃以上（早強３日以上）
・５日間：乾燥・振動等からも養生（少なくとも１日は作業NG、軽作業まで）



問題５
   択一

躯体

もちろん、１次では出題のなかった範囲からの問題もある



問題５ 択一は
「数字・大小関係」が

狙われやすい

択一の問題が作りやすいのよ



問題４
   記述

仕上

[R3-58④]保護コンクリート内の溶接金網は、線径6.0㎜、網目寸法100㎜のものを敷設した。

[R3-58⑤]保護コンクリートの伸縮目地は、パラペット周辺などの立上り際より600㎜離した
位置から割り付けた。

重ね幅：
１節半以上 
かつ 150㎜以上

伸縮目地

溶接金網



問題４
   記述

仕上

[R6-55⑤]改良圧着張りの張付けモルタルは、下地面に対する塗付けを２度塗りとし、その合計
  の塗厚を５㎜とした。

改良圧着張り 
・下地モルタル面側＋タイル裏面の両面に

張付けモルタル
・下地面：２度塗り 合計塗り厚４～６㎜
・タイル裏面：塗り厚１～３㎜程度
・塗付け面積限度：

→触れると手に付く状態でタイル張り完了
→２㎡/人以内



問題４ 施工上の留意事項（記述）は
オリジナルでなくてOK

「文章」で覚えるのでなく、
「施工手順」をイメージして覚えよう

準備しておけばだいじょうぶ



問題３ ネットワーク工程は
計算練習しかない

一次でやった定義系は問われない



問題２
   記述

仮設

災害
防止



問題２
   記述

仮設

【墜落・転落災害】

[R5-52④]脚立を使用した足場における足場板は、踏さん上で重ね、その重ね長さ20㎝以上
  とした。

[R6-47④]移動式足場の作業床の周囲は、高さ90cmで中桟付きの丈夫な手すり及び高さ10cm
  の幅木を設置した。

[H28-67④]つり足場の作業床は、幅を40cm以上とし、かつ、隙間がないようにした。

[H27-67④]単管を使用した本足場における作業床は、幅を40cｍ以上、床材間のすき間を３cｍ
 以下とした。

【飛来・落下災害】

[H28-67①]高さが20ｍを超える枠組足場の主枠間の間隔は、けた行方向1.85ｍ以下とする。

【崩壊・倒壊災害】

[H28-67③]高さが５ｍ以上の枠組足場の壁つなぎの間隔は、垂直方向９ｍ以下、水平方向８ｍ
  以下とする。

[R2-67④]高さが８ｍのくさび緊結式足場の壁つなぎは、垂直方向５ｍ、水平方向5.5ｍの間隔
とした。



問題２
   記述

仮設

10cm以上

(人
)

(人
)

(人
)

(人)

(人)



問題２ 仮設は
作業内容と対策を
リンクさせよう

「何のために対策がされているのかな」が、大切



問題１
   記述

現場
作業
の

軽減策

対策前の作業に「どんな大変なこと」があって、
対策後の作業は「何が楽になるか」
その対策をとることで「品質は守られますか？」
品質を守るために「何に注意して施工しますか？」

が聞かれてる。

既成杭（溶接継手→機械式継手）、地盤アンカー工法、圧接工事→機械式継手、先組み（地組み）
基礎型枠 在来→ラス網、ハト小屋 在来→既製品、デッキスラブ、軽量支保梁（ビーム）、鋼製型枠
耐火被覆巻付け工法、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水→改質アスファルト防水、LGS,PBのプレカット、
モルタル金鏝下地→セルフレベリング工法、乾式石張り、ECPの工場塗装、タイル工場張り、
足場のブロック組立て/解体、高所作業車、、、、、

【現場作業の軽減策】



問題１
   記述

対策
記述

既成杭（溶接継手→機械式継手）、地盤アンカー工法、圧接工事→機械式継手、先組み（地組み）
基礎型枠 在来→ラス網、ハト小屋 在来→既製品、デッキスラブ、軽量支保梁（ビーム）、鋼製型枠
耐火被覆巻付け工法、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水→改質アスファルト防水、LGS,PBのプレカット、
モルタル金鏝下地→セルフレベリング工法、乾式石張り、ECPの工場塗装、タイル工場張り、
足場のブロック組立て/解体、高所作業車、、、、、

【現場作業の軽減策】

[R5-24①]トルク方式のねじ節継手とは、カップラーを用いて鉄筋を接合する工法で、ロック
ナットを締め付けることで鉄筋とカップラーとの間の緩みを解消する。

[H30-26②]充填継手とは、内面に凹凸のついた比較的径の大きい鋼管（スリーブ）に異形鉄筋の
端部を挿入した後、スリーブ内に高強度の無収縮モルタル等を充填して接合する工法
である。

[H27-48④]型枠工事において、工期短縮のため基礎型枠は、せき板の解体が不要なラス型枠工法
  とする計画とした。

[R1-27②]スラブ型枠の支保工に軽量型支保梁を使用する場合、支保梁の中間部を支柱で支持して
   はならない。

[H26-55①]鉄骨鉄筋コンクリート造、地下１階、地上９階建ての事務所ビルにおいて、スラブ
 型枠には、床型枠用鋼製デッキプレートを採用することは工期短縮になる。

[R4-42③]鉄骨工事において、施工中の粉塵の飛散をなくし、被覆厚さの管理を容易にするため、
耐火被覆をロックウール吹付け工法とする計画とした。巻付け工法



問題１
   記述

対策
記述

2026年度版 一次テキストｐ525-526



問題１ 対策 記述は
何が軽減されるのか

何に気を付けて施工するのか
を、肉付けしていこう

いろんな話がつながってるんです



日曜

平日（月・木）

日曜

10/18

【開講】

新宿・なんば（日曜）→ 8/23

新宿（平日）→ 8/24 月,27 木



使 用 教 材

問題２



使 用 教 材
ネットワーク工程表 計算練習用

計算練習するのに書くのが面倒、、、
を解消！

経験記述 練習用紙

各年度３回記述練習ができます



使 用 教 材
躯体工事 『穴埋め問題集』 法規 『穴埋め問題集』

※仕上工事版もあります ※全文表示版（答え）あります

テキストに無い
＋＠の法文も掲載



デジタル添削 について

提出も返却も、ＷＥＢで！

評価：合格圏
ボーダーライン
努力圏

◆ より良くするために

◆ て・に・を・は / 接続詞 / 語尾

◆ 要件不足ヵ所「解答のヒント」

◆ 再構成（文章の組み換え）
→修正ヵ所の具体案

◆ 学習アドバイス
など…

添削課題３回



早 期 学 習



体 験 入 学 

初回講義（経験記述１・第３問対策）

◆新宿校 8/23（日）13：30～16：00（予約不要）

◆なんば校 8/23（日）13：00～15：30（ 同上 ）

◆8/26（水）～ 全国のＴＡＣ校舎ﾌﾞｰｽにて視聴可能
（前日までに校舎に電話で予約。電話番号はホームページにて）

8/24（月）19：00～21：30（ 同上 ）



★「何となく知ってる」を「自信を持って書ける」へつなげる準備講座

・工事概要から、「なんの合理化対策が書けるか」の読み取り
・合理化対策のストック（ネタ）を整理

 → 何が楽になる？→ 品質はどう守る？→ 何に注意する？



今から入って良いこと
早期学習 動画 全６回 すぐ視聴可（約50分～1.5時間 /回）

→各工事の流れ、数値、管理項目の思い出し学習ができる

教材送付 通信生：7/8 発送
教室・ビデオブース生：各校舎で事前受け取り可

→先行して 問題２仮設、問題４,５,６躯体・仕上・法規を進められる

記述解法プレ講義（オプション）
販売中 ¥5,500-

→7/1から配信開始！８月からの短期間では、問題１の記述が仕上がる
か不安だから、なにか準備しておきたい





過去の動画 検索 ＴＡＣ 建築施工

2026 問題１：品質管理

2025 問題１：合理化
4月実施

2025 年度版↓

2026年度版
６月実施



一次の知識は、二次にどうやって出てくる？

まとめ

問題６ 法規は、建設業法・安衛法は見たことある
 基準法は、仮設計画や施工計画に近い

問題５ 択一は、「数字・大小関係」が狙われやすい

問題４ 施工上の留意事項（記述）は、
オリジナルでなくてOK
「文章」で覚えるのでなく、「施工手順」をイメージして覚えよう

問題３ ネットワーク工程は、計算練習しかない

問題２ 仮設は、作業内容と対策をリンクさせよう

問題１ 対策 記述は、
何が軽減されるのか・何に気を付けて施工するのかを、肉付けしていこう



お わ り





一次検定で身に着けた知識を、使えますか？
と確認するのが
二次検定

試験的に面接までは無いので、記述させることで判断す
るしかない
文章で人に伝える力が見られてます。
だって、施工管理って
現場にいる多業種にわたる職人さん相手に
出来たものの品質を確認や
安全作業の計画・指揮をとっていく仕事ですからね。







問題５









問題４
   記述

仕上
[R3-58④]保護コンクリート内の溶接金網は、線径6.0㎜、網目寸法100㎜のものを敷設した。

[R5-31①]アスファルト防水密着工法における平場部のルーフィングの張付けに先立ち、入隅
   は幅300㎜程度のストレッチルーフィングを増張りした。

[R5-31③]アスファルト防水における立上り部のアスファルトルーフィング類は、平場部のアス
ファルトルーフィングを張り付けた後、150㎜以上張り重ねた。

[R3-58⑤]保護コンクリートの伸縮目地は、パラペット周辺などの立上り際より600㎜離した
位置から割り付けた。

[H29-34④]平場部のアスファルトルーフィング類の重ね幅は、縦横とも100㎜程度とする。
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